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今
年
の
一
月
、
あ
る
宗
谷
管
内
の
道
立
高
校
に
出

張
講
義
に
出
向
い
た
。
ち
な
み
に
札
幌
か
ら
稚
内
へ

の
移
動
に
際
し
て
は
、公
共
交
通
機
関
と
し
て
空
路
・

鉄
路
・
陸
路
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

空
路
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が
新
千
歳
＝
稚
内
線
に
二
便

運
航
し
て
い
る
。
新
千
歳
発
一
〇
時
二
〇
分
、
一
五

時
二
五
分
で
あ
り
、所
要
時
間
は
約
一
時
間
で
あ
る
。

最
終
便
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
一

五
時
に
は
新
千
歳
空
港
に
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

鉄
路
で
は
、
札
幌
＝
稚
内
間
の
特
急
は
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
三
本
で
あ
る
。
札
幌
発
の
直
行
は
「
宗
谷
」
一

本
で
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
札
幌
発
七
時
三
〇
分
。

あ
と
二
本
は
旭
川
乗
換
え
で
あ
り
、
旭
川
発
一
三
時

三
五
分「
サ
ロ
ベ
ツ
1
号
」と
、同
二
〇
時
六
分
発「
サ

ロ
ベ
ツ
3
号
」
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
利
用
で
は
、
遅
く
と

も
札
幌
一
八
時
三
〇
分
発
ラ
イ
ラ
ッ
ク
三
五
号
に
乗

車
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。

　

他
方
、
宗
谷
バ
ス
・
北
都
交
通
の
共
同
運
行
便
は
、

札
幌
発
七
時
四
〇
分
、
一
〇
時
三
〇
分
、
一
三
時
、

一
五
時
、
一
七
時
、
二
三
時
（
深
夜
便
）
の
六
便
で

あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
航
空
・
鉄
道
よ
り
も
便
数

が
多
い
。
今
回
は
大
学
勤
務
の
都
合
そ
の
他
で
、
稚

内
ま
で
都
市
間
バ
ス
夜
行
便
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
稚
内
駅
前
到
着
は
翌
朝
五
時
半

過
ぎ
で
あ
っ
た
。

　

次
に
稚
内
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
、
目
的
の
高
校
ま
で
行
く
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
路
線
バ
ス
は
九
時
三
九
分
発
。
そ
の
待
ち
時

間
は
四
時
間
以
上
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
乗
車
す
る

と
、
乗
客
も
極
め
て
少
な
く
、
外
国
人
観
光
客
が
宗

谷
岬
で
降
り
た
以
降
は
、
数
人
の
状
態
が
続
い
た
。

目
的
地
到
着
は
一
二
時
五
六
分
、
揺
ら
れ
る
こ
と
三

時
間
余
り
の
「
路
線
バ
ス
の
旅
」
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
は
低
密
度
構
造
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
自
動
車
運
転
を
し

な
い
交
通
弱
者
の
筆
者
は
三
つ
の
観
点
か
ら
、
広
域

分
散
型
社
会
を
支
え
る
都
市
間
交
通
や
地
域
交
通
の

在
り
方
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
一
点
目

は
、
道
都
札
幌
と
地
方
拠
点
都
市
へ
の
移
動
手
段
は

運
賃
と
便
数
の
面
か
ら
、
鉄
道
か
ら
都
市
間
バ
ス
に

移
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
二
点
目
は
、
時
間

価
値
を
最
優
先
に
置
く
な
ら
ば
、
丘
珠
空
港
を
中
心

と
し
た
道
内
航
空
路
線
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

三
点
目
は
、
地
方
拠
点
都
市
と
そ
の
周
辺
市
町
村
と

の
公
共
交
通
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に
脆
弱

で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

鉄
道
で
は
路
線
廃
止
が
進
む
と
と
も
に
、
乗
り
換

え
や
減
便
に
よ
る
利
便
性
の
低
下
が
著
し
い
。
高
規

格
幹
線
道
路
の
延
伸
が
鉄
道
衰
退
に
拍
車
を
か
け
た

と
の
指
摘
は
誤
り
で
あ
る
。
都
市
間
バ
ス
は
、
鉄
道

の
代
替
手
段
あ
る
い
は
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
都
市
間
バ
ス
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
度
化
を
図
る

た
め
に
も
、
札
幌
圏
を
含
む
道
央
と
道
南
・
道
東
・

道
北
の
四
圏
域
を
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
札
幌
＝
帯
広
、
札
幌
＝
函
館
の
よ
う
な

高
需
要
路
線
で
は
、
共
同
運
行
に
加
え
て
新
規
参
入

も
あ
り
、
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

札
幌
と
道
内
主
要
拠
点
都
市
を
短
時
間
で
結
ぶ
と

な
れ
ば
、
丘
珠
空
港
を
核
と
し
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
紋
別
は

鉄
道
も
な
く
、
高
規
格
幹
線
道
路
も
遠
軽
ま
で
し
か

延
伸
さ
れ
て
い
な
い
。
丘
珠

－

紋
別
線
の
復
活
は
優

先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
た
と
え
防

衛
省
管
理
空
港
で
あ
っ
て
も
、
丘
珠
空
港
の
高
質
的

活
用
に
向
け
て
、
札
幌
市
や
北
海
道
の
本
気
度
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　

拠
点
都
市
と
周
辺
市
町
村
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
と
り
わ
け
路
線
バ

ス
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
を
高
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
種
規
制
や
バ
ス
事
業
者
の

既
得
権
益
が
障
害
と
な
っ
て
い
て
は
、
大
胆
な
交
通

政
策
は
推
進
で
き
な
い
。
路
線
バ
ス
の
維
持
や
再
編

と
い
う
狭
い
発
想
で
は
な
く
、
地
域
（
た
と
え
ば
宗

谷
管
内
）
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
政
策

に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
道
路
政
策
と
交
通

政
策
の
統
合
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
主
張
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
体
化
し
た
政
策

経
費
を
地
方
自
治
体
に
配
分
し
て
、
そ
の
使
途
は
地

方
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
だ
。
地
方
自
治
体

が
自
己
決
定
権
を
持
っ
て
こ
そ
、
地
域
主
体
の
地
域

づ
く
り
が
は
じ
ま
る
。

＜

ひ
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交
通
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
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視
点
で

公
共
交
通
政
策
を
思
考
す
る


